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こ
う
し
た
な
か
で
同
特
法
の
三
年
延
長
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
同
和
対
策
事
業
の
改
善
の
た
め
に
、
「
一 

法

の
有
効
期
間
中
に
、
実
態
の
把
握
に
努
め
、
速
や
か
に
法
の
総
合
的
改
正
及
び
そ
の
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
。
一 

同
和
対
策
事
業
を
実
施
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
一 

同

和
問
題
に
関
す
る
事
件
の
増
発
状
況
に
か
ん
が
み
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓
発
活
動
の
積
極
的
な
充
実

を
図
る
こ
と
。
」
と
い
う
三
項
目
の
附
帯
決
議
が
つ
け
ら
れ
た
。 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
制
定
後
十
一
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
に
道
路
・
住
宅
を
中
心
と
す
る
生
活
環
境

の
改
善
、
所
得
格
差
の
是
正
、
教
育
の
充
実
な
ど
で
一
定
の
行
政
的
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

同
時
に
事
業
実
施
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
や
特
定
団
体
の
行
政
介
入
や
支
配
な
ど
同
特
法
自
体
の
弱
点
と
結
び
つ
い

た
重
大
な
弊
害
も
生
ま
れ
た
。 

同
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す
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意
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し
か
し
、
そ
の
後
一
年
九
ヵ
月
を
経
過
し
た
今
日
、
同
和
行
政
の
あ
り
方
の
検
討
を
任
務
と
す
る
同
和
対
策
協

議
会
が
再
開
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
三
項
目
の
附
帯
決
議
は
な
ん
ら
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。 

な
つ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
同
和
行
政
の
実
態
は
、
全
国
的
に
み
る
と
、
き
わ
め
て
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
に
あ
り
、
特
に
南
九

州
や
北
関
東
な
ど
に
み
る
よ
う
に
、
こ
こ
一
～
二
年
来
よ
う
や
く
同
和
対
策
事
業
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。
大
都
市
に
お
い
て
も
な
お
同
和
対
策
事
業
の
立
遅
れ
た
地
域
が
あ
り
、
同
和
対
策
が
引
き
つ
づ
き
必
要
と 

従
つ
て
、
同
和
対
策
事
業
の
到
達
点
と
運
用
の
改
善
を
含
む
総
合
的
な
検
討
を
行
つ
て
、
実
態
に
即
し
た
同
和

対
策
事
業
を
国
民
合
意
の
も
と
に
進
め
る
こ
と
が
な
お
緊
要
で
あ
る
。 

一 

三
項
目
の
附
帯
決
議
を
実
行
す
る
意
志
が
あ
る
か
、
な
い
か
。 

そ
こ
で
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
自
民
党
内
で
は
「
法
の
再
延
長
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
意
見
が
強
ま
つ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

四 

 



 

三 

す
で
に
わ
が
党
は
同
特
法
の
延
長
に
当
た
つ
て
、
公
正
・
民
主
の
同
和
行
政
が
法
的
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
、

「
①
国
の
責
任
を
明
確
に
し
、
地
方
自
治
体
の
財
政
負
担
な
ど
を
軽
く
す
る
。
②
同
和
事
業
の
目
的
は
、
部
落

差
別
解
消
に
あ
る
こ
と
を
は
つ
き
り
さ
せ
、
一
般
地
域
と
の
格
差
是
正
を
同
和
事
業
の
範
囲
と
す
る
。
③
同
和

事
業
は
属
地
主
義
を
原
則
と
す
る
。
④
個
人
給
付
事
業
は
困
窮
者
の
経
済
的
自
立
促
進
を
目
的
と
し
、
所
得
制

限
を
導
入
す
る
。
⑤
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
が
公
開
、
公
正
、
住
民
合
意
を
前
提
に
み
ず
か
ら
の
判
断
と
責
任 

二 

同
和
対
策
協
議
会
は
、
学
識
経
験
者
委
員
の
任
期
が
昭
和
五
十
三
年
五
月
末
に
切
れ
て
以
後
二
年
余
に
わ
た

り
任
命
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
来
の
機
能
を
果
た
せ
な
い
で
い
る
。 

こ
う
し
た
異
常
な
事
態
を
改
め
、
政
府
自
身
が
す
で
に
決
め
て
い
る
全
解
連
代
表
を
は
じ
め
関
係
三
団
体
代

表
を
含
む
委
員
の
任
命
を
行
い
、
同
対
協
を
早
期
に
再
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
を
実
施
し
な

い
理
由
は
な
に
か
。 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
進
行
状
況
に
あ
る
か
。 

五 

 



 

 

六 

に
お
い
て
同
和
行
政
を
お
こ
な
い
、
対
象
地
区
住
民
に
た
い
し
、
思
想
、
信
条
、
所
属
団
体
な
ど
の
違
い
に
よ

つ
て
差
別
し
な
い
。
」
の
提
案
を
行
つ
て
き
て
い
る
。
こ
の
方
向
は
す
で
に
昭
和
五
十
三
年
五
月
の
同
対
協
の
意

見
書
や
昭
和
五
十
四
年
五
月
の
全
日
本
同
和
対
策
協
議
会
専
門
部
会
報
告
書
な
ど
で
も
同
様
の
主
張
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
諸
点
を
検
討
し
、
同
和
対
策
事
業
を
改
善
す
る
考
え
が
あ
る
か
、
ど
う
か
。 

四 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
今
日
的
に
同
和
対
策
事
業
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。
こ
う
し
た
遅
れ
た
と
こ
ろ
に

陽
が
あ
た
る
よ
う
、
実
態
に
即
し
た
公
正
・
民
主
的
な
同
和
対
策
事
業
が
な
お
必
要
な
状
況
に
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
同
特
法
の
内
容
を
民
主
的
に
改
正
し
て
一
定
年
度
の
延
長
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


